
【輸出後に抱えた課題】
１ 牛肉の高級部位以外の輸出促進
２ 青果物の輸出における鮮度保持

【対応の結果】
１ 台湾の牛肉輸出が解禁されたこともあり、輸出量が増加し過去最高を更新
２ 青果物の輸送試験については、資材等の検証結果は得られたものの、傷み
の発生に関する明確な原因特定には至らなかった

青果物の輸送試験の様子

 県、ＪＡ、関係市で協議会を設置。バイヤー招聘や海外小売店、レストラン等でのフェ
ア・PR、現地展示商談会への出展などを通じて県産品の販路拡大を図る。

輸出量(ｔ) 出荷時期

平成30年度 68.4
通年平成29年度 57.2

平成28年度 53.6

牛肉、みかん、梨、桃、ぶどう

【主な品目】

香港、シンガポール、タイ、フィリピン、台
湾

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
１ 規制緩和などに伴う輸出可能国の広がりに対応して、販路拡大を図る
２ 引き続き市町や関係事業者等と連携し、バイヤー招聘や海外販促を実施

【生じた課題への対応】
１ 牛肉については、低下級部位の料理方法を提案。
２ 青果物については、生産者サイドとも連携し、収穫、選果・梱包、輸送におけ
る対策を検討し輸送試験を実施
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